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平成 28年度宮城県ラグビーフットボール協会 

安全推進講習会のご案内 

 

時下，貴チームにおかれましては益々ご清祥のことと存じます。また，平素より当協会の

活動にご理解，ご協力をいただきありがとうございます。 

さて，平成 28年度安全推進講習会を下記の要領にて開催しますので，貴チームにて実際

に指導を行う責任者（1～2名）の受講をお願いいたします。（マネージャーや選手の指導に

関わらない方のみの受講では平成 28年度のチーム登録が認められません。） 

受講者は別紙『2016オンラインテスト（脳振盪)」の実施について』をご確認の上，ご準

備をお願いいたします。また，本講習会を欠席される場合，平成 28年度のチーム登録には

他都道府県で開催される講習会の受講が必要になりますのでご注意ください。 

本講習会の最後には，セーフティアシスタント（ＳＡ）認定講習を併せて実施します。

平成 24年度に受講された方の有効期限が平成 27年度末で切れます。チーム登録に必要な資

格ですので，ＳＡ認定希望者は，受付の際に申込みをしてください（ＳＡ認定は高校生以上・

マネージャー可）。 

記 

 期 日：平成２８年３月６日（日） 

 時 間：午後 13:30-15:40 (受付は午後 13:00から) 

    ①開会 ②コーチング講習「タックル」 ③医務講習「脳振盪」 ④ＳＡ認定 

 場 所：仙台高専広瀬キャンパス(仙台市青葉区愛子中央 4-16-1) 

    車：仙台宮城 IC → R48を山形方面に約 10分 JR：仙山線 愛子駅 徒歩約 15分 

 連絡・問合せ先：安全対策委員長  佐藤祐太（仙台一高内） 

TEL:090-7330-2523   MAIL:satoy@sendai1.myswan.ne.jp 

 



 

「脳振盪への対応（一般向け）」オンラインテスト 

（Concussion management for general public） 

 

１．日本ラグビーフットボール協会ＨＰのトップページ下にある

バナー(右図)などから，ＷＲ（ワールドラグビー）の HPを開

く。（http://www.worldrugby.org/）） 

 

２．「ＱＵＩＣＫ ＬＩＮＫＳ」（WRサイトトップページの画面上部の灰色の帯（緑帯の下））の

中にある「Concussion」をクリックする。 

 → 「Player Welfare」のページに移動。 

 

３．上部「LANGUAGE」をクリックし，「日本語」を選ぶ 

 → 「WORLD RUGBY脳振盪への対応」と日本語表示になる。 

 

４．ログインを行う。 

※WR ｐａｓｓｐｏｒｔ（登録）をしていない人は 

      → 「未登録なので登録します」をクリック 

→ WRパスポートの登録をする（氏名，メールアドレス，パスワード等の入力） 

        ※氏名は必ずローマ字表記で行う。漢字は未対応なので使用しない。 

   ※昨年度「Ｒｕｇｂｙ Ｒｅａｄｙ」証明書の名前が「？？？？？」になってしまった人は 

→ 「プロフィール編集」をクリック  → 名前をローマ字に入力し直す 

 

５．画面左側の「オンライン講習」の列の一番上にある，「脳振盪への対応（一般向け）」

（英語表記のままなら「Concussion management for the General public」）をクリック 

 

６． ◆真ん中「脳振盪の管理（一般向け）学習開始」をクリック 

 ↓ 

 ◆①～⑤項目の質問に対してすべて回答・正解すると「合 格」の表示がでる 

 ↓  ※テストは何度でも受け直しが可能です。問題には数パターンあります。 

 ↓ 

 ◆「修了証のダウンロード」をクリックするとＰＤＦの修了証明書がダウンロードされる 

 ↓ 

 ◆印刷したものを安全推進講習会に持参する 
 



この証明書は、本人がオンラインによるセルフチェックテストを完了したことを認めるものであり、
資格を持ったコーチ、マッチオフィシャル、医師であるとみなされるものではありません。

この証明書は、以下の事項を証明します。

上記の者は、以下のオンラインプログラムを修了しました:

証明日

この証明書は2年間有効です。有効期限が過ぎたら、
プログラムを受け直すようにしてください。
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